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笑いと体操で元気に 地域の伝統文化に触れる

暮らしが景観に変わる岩高が８２年の歴史に幕
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▲山岡歌舞伎保存会による歌舞伎の一幕
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▲講師を務めた佐々木葉教授

▲苦難な人生経験をおもしろおかしく紹介する辻さん
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▲「温故知新」の精神を後世に伝える額を持つ卒業生

21　2009.4.1
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豆腐づくりに挑戦 明智小、車いすを寄付

花言葉は、「幸を招く」ママの手くすぐったいよ
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▲安藤さんへ車椅子を手渡す工藤君と佐々木さん
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▲咲き誇る福寿草

▲竹の棒を使って煮込んだ大豆を一生懸命絞る受講生
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▲楽しそうにマッサージをする親子



広報えな　22

�������	
��
������������

�������	
��

�������	
��
�����������

�������	
��
�����������

�������	
�

�������	
��
�����������

�������	
��
�����������

�������	
���
���������

��������	
��
�������

住民が作る地域の資料館 災害を学べる施設が完成

快晴の大正村を快走梅露庵の梅、満開に咲く
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▲竣工式であいさつをする可知市長
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▲大正村の町並みを精一杯駆け抜けるランナーたち

▲テープカットをする地元役員と関係者の皆さん
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▲雨の中満開の梅を眺める子どもたち
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特別企画展覧会

狂歌入東海道－「保永堂版」後の広重

　新収蔵品、佐野喜版『東海道五拾三次』のお披露目展示です。

このシリーズは画中に狂歌が添えられているため、通称「狂歌

入東海道」といわれます。展覧会では同時期につくられた行書

東海道と最晩年の 竪  絵 東海道など、各種東海道シリーズも併せ
たて え

てご覧いただけます。

■会期
 ４/ ９�～ ６/１４ 日�
※４/２９�～５/６�は休ま
ず開館

■開館時間　午前９時半
～午後５時（入館は午後４
時半まで）
■観覧料　�大人＝８００円
（団体６５０円）　�小・中・高
校生＝５００円（団体４００円）
毎週月曜日（祝日を除く）、

祝日の翌日（土日・祝日を除く）

休館。５/１１�～１３�は展示替え

のため休館

■問い合わせ　中山道広
重美術館�２０-０５２２

５月３日は「市民の日」　
毎月第１日曜日を「市民の日」とし、市民に限り観覧料を無料としています。

　古代恵奈郡の中心地と推定される恵那市長島町正家
に、８世紀前半ごろに築かれた古代寺院跡が残ってい
ます。塔、金堂、講堂の配置は法隆寺と同じで、塔と
金堂は、建物の土台である基壇と礎石もよく残ってい
ます。昭和５２年度から５４年度、平成４年度から１０年度
にかけて発掘調査が行われ、 築  地  塀 に囲まれた東西約

つい じ べい

５４�、南北約７０�の 伽  藍  地 と東隣にほぼ同じ規模の区
が らん ち

画がある大規模な寺院であることが分かりました。ま
た、三彩陶器や塔を飾る 風  鐸 など希少な出土品もあ

ふう たく

り、古代の地方寺院の在り方を示す貴重な遺跡として
平成１３年８月１３日、国の史跡に指定されました。
　正家廃寺跡の近く、正家の集落か阿木川の対岸の東
野地区には、おそらく恵奈郡の役所（ 郡  衙 ）や東山道

ぐん が

の駅家（大井駅）があったと考えられますが、まだ、
はっきりとした位置は特定できていません。寺跡自体
も発掘調査が行われたのは全体の５０�弱で、全体像が
明らかになったわけではありません。現在、地元で
は、正家寺平歴史の里整備構想研究会を組織し、市と
協働で毎月１回のワークショップを開催し、地域のま
ちづくりの中でこれらの貴重な遺跡をどのように保

存、活用していったらいいのか検討を進めています。
□問い合わせ文化課�４３-２１１２（内線２１７）

文化財を巡る �古代の恵那～二つの古代寺院（その４）

歌川広重
「東海道五拾三次
（狂歌入東海道）日本橋」

１８３０～１８４４（天保後期）年
当館蔵

▲発掘調査中の塔跡（平成７年度）

 基  壇 と 礎  石 に往時を偲ぶ～正家廃寺跡　
き だん そ せき


